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▼
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

現
在
、
勢
力
を
拡
大
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人

間
の
集
団
社
会
生
活
へ
の
挑

戦
と
も
警
告
と
も
と
れ
る
。

こ
う
し
た
集
団
ウ
イ
ル
ス
症

状
は
、
こ
れ
ま
で
牛
・
豚
・

鳥
な
ど
で
も
起
こ
っ
た
が
、

今
回
は
世
界
を
支
配
し
て
い

る
と
思
い
が
ち
な
「
人
間
」

に
起
こ
っ
た
。
そ
の
対
策

に
、
戦
争
と
い
う
言
葉
も
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
い
相

手
を
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
許
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

英
語
で
は
、
罹
患
し
た
時

の
症
状
は
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ン

ト
ム
スCoronavirus sympto

m(s)

と
い
わ
れ
る
。
か
つ
て
、

「
チ
ャ
イ
ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
の

原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
地

球
の
内
部
地
殻
を
通
り
中
国

に
波
及
す
る
と
い
う
、
映
画

に
由
来
し
た
言
葉
が
流
行
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。

世
界
に
ま
ん
延
し
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
言
葉
の
使
用
を

認
め
ら
れ
た
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
は
、
中
国
か
ら
地
表

で
人
間
を
介
し
て
世
界
に
、

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ

に
も
波
及
し
た
。「
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

と
も
い
え
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
側
面

か
ら
本
コ
ラ
ム
の
主
題
と
し

た
い
。
一
つ
は
「
都
市
と
田

舎
（
地
方
）」、
も
う
一
つ
は

「
人
間
と
自
然
」、
と
い
う
側

面
か
ら
で
あ
る
。

▼
都
市
と
田
舎
（
地
方
）

こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、

都
市
ｖ
ｓ
田
舎
と
書
け
る

が
、
都
市
＆
田
舎
と
も
書
け

る
。
筆
者
は
、
千
葉
大
学
の

都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
に

勤
め
て
い
た
。
大
学
は
時
代

や
世
相
に
合
わ
せ
て
目
ま
ぐ

る
し
く
体
制
が
変
わ
る
が
、

信
頼
性
シ
ス
テ
ム
や
都
市
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、「
都
市
」
で

あ
り
「
都
市
環
境
」
で
あ

る
。
都
市
と
は
「
人
が
集
ま

る
場
所
」
と
い
う
の
が
、
学

科
の
見
解
で
あ
り
対
象
は
広

い
。
こ
う
し
た
見
解
で
は

「
田
舎
」
も
「
都
市
」
で
あ

る
。
が
、
二
つ
で
は
機
能
が

異
な
る
。

「
都
市
」
は
、
人
が
中
心
で

あ
り
、
な
る
ほ
どcity

はcit

izen

と
語
源
が
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
都
市
に
は
、
多

様
な
職
業
や
職
種
、
そ
し
て

職
能
が
あ
り
、
施
設
や
装

置
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要
性

が
そ
こ
に
は
あ
る
。

「
都
市
」
と
書
く
と
、
そ
れ

に
は
「
市
」
が
重
ね
て
あ

り
、
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

が
見
え
て
く
る
。
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
そ
し
て
情
報
が
行

き
か
う
。
と
こ
ろ
が
、
経
済

性
や
価
値
・
効
率
性
と
い
う

観
念
が
、
支
配
し
て
く
る
。

田
舎
は
ど
う
だ
ろ
う
。
筆

者
は
、
こ
れ
を
「
デ
ン
シ

ャ
」
と
呼
ん
で
み
た
い
。
そ

れ

は
、countryhouse

で

あ

り
、
屋
敷
や
邸
宅
と
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
中

心
や
土
地
中
心
の
暮
ら
し
の

意
味
合
い
が
強
く
な
る
。
そ

の
家
や
財
産
を
守
る
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
や
家
業
が
あ
っ

た
。「
舎
」
は
、「
亼
」（
ひ
と

や
ね
）、
つ
ま
り
家
・
屋
敷
の

意
味
で
あ
り
、そ
れ
が
「
吉
」

と
も
感
じ
ら
れ
る
。

都
市
と
田
舎
の
暮
ら
し
の

そ
れ
ぞ
れ
を
否
定
で
き
な

い
。
ど
ち
ら
に
も
人
間
が
住

み
生
き
て
い
る
。
前
提
と
さ

れ
る
の
は
、
安
全
安
心
、
健

康
、
そ
し
て
暮
ら
し
で
あ

る
。
安
全
安
心
の
確
保
、
健

康
の
維
持
、
充
足
で
き
る
衣

食
住
、
職
業
と
学
習
、
余
暇

な
ど
が
、
必
須
要
件
で
課
題

と
な
る
。

し
か
し
、
現
代
で
は
、
田

舎
で
は
な
く
都
市
の
方
に
魅

力
が
あ
り
、
磁
場
が
強
い
。

日
本
で
も
国
際
的
に
も
、
田

舎
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命

家
ア
ラ
ン
・
ヨ
ー
ク
に
教
え

を
請
い
、
痩
せ
た
土
地
を
蘇

ら
せ
る
方
法
を
学
び
、
苦
難

と
歓
喜
の
８
年
間
の
取
り
組

み
を
映
画
と
し
て
記
録
し
た
。

自
然
の
要
素
で
あ
る
微
生

物
や
虫
、
小
動
物
、
鳥
類
、

害
獣
の
コ
ヨ
ー
テ
さ
え
も
自

然
の
循
環
に
は
必
須
な
種
で

あ
る
こ
と
を
、
失
敗
や
困
難

を
経
て
学
習
し
て
い
る
。
牛

の
糞
が
草
木
を
育
て
、
土
地

を
肥
沃
に
し
、
そ
れ
が
保
水

能
力
を
与
え
、
干
ば
つ
や
大

雨
か
ら
も
土
地
を
護
っ
て
く

れ
る
。
微
生
物
は
土
地
に
活

性
化
と
浄
化
の
能
力
を
高
め

る
。
そ
の
自
然
循
環
の
生
息

圏
を
つ
く
る
の
に
は
、
５
年

～
７
年
間
を
耐
え
抜
く
こ
と

要
す
る
と
い
う
。

こ
の
映
画
は
、
自
然
の
美

し
い
描
写
と
、
存
在
す
る
生

命
の
瑞
々
し
さ
が
感
動
的
で

あ
る
。
自
然
の
中
で
文
字
通

り
必
死
に
、
生
と
死
を
繰
り

返
す
循
環
を
教
え
て
く
れ

る
。
そ
の
結
果
の
生
産
物

は
、
無
添
加
で
無
農
薬
の
自

然
の
栄
養
と
保
存
性
を
与
え

て
く
れ
る
。
自
然
は
豊
か
な

自
然
の
源
で
あ
る
。

▼
自
然
と
至
然

自
然
を
踏
み
台
に
し
て
、

科
学
技
術
を
ツ
ー
ル
と
し
て

生
き
て
い
る
現
代
は
、
そ
の

姿
の
原
形
、
そ
の
ま
ん
ま
と

い
う
意
味
の
「
自
然
」
を
傷

つ
け
、
壊
し
て
い
る
。
病
ん

だ
自
然
で
も
あ
る
。
そ
の
自

然
を
、
本
来
の
自
然
に
戻
す

と
い
う
意
味
や
行
為
を
「
至

然
」
と
書
く
こ
と
筆
者
は
提

案
し
て
い
る
。

「
そ
の
ま
ん
ま
」
を
意
味
す

る
「
然
」、
始
ま
り
を
意
味
す

る
「
自
」。
行
き
着
く
先
を
意

味
す
る
「
至
」。〝
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

然
〟
が
「
自
然
」
で
あ
り
、〝

ｔ
ｏ
然
〟
が
「
至
然
」
で
あ

る
。
自
然
に
帰
る
、
帰
す
こ

と
を
「
至
然
」
と
呼
ぶ
こ
と

を
広
め
た
い
【
註
１
】。

人
間
も
自
然
の
中
で
、
生

き
る
方
が
健
康
で
あ
る
こ
と

が
感
じ
取
れ
る
。
そ
う
し
た

田
舎
生
活
が
、
都
市
生
活
の

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と

気
付
く
。
そ
し
て
、
自
然
に

由
来
す
る
生
き
方
の
方
が
、

持
続
可
能
な
は
ず
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
多
く

の
人
々
が
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
素
直
に
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
居
住
先
を
か
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
何
か
規

範
の
よ
う
な
指
導
概
念
が
欲

し
く
な
る
。
そ
の
一
つ
に
挙

げ
ら
れ
る
の
が
「
エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
」
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。し

か
し
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

も
ま
た
分
か
り
づ
ら
い
概
念

で
あ
る
。
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
生

成
に
お
け
る
無
駄
や
浪
費
の

発
生
を
抑
え
る
と
い
う
指
導

原
理
で
あ
る
と
い
え
る
。「
も

っ
た
い
な
い
」
こ
と
を
、
増

や
さ
な
い
と
い
う
数
値
概
念

と
い
え
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
で
も
あ
り
、
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
を
増
や
さ
な
い

手
段
に
な
る
【
註
２
】。

▼
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

　
学
ぶ

さ
て
、
本
稿
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

関
連
付
け
て
書
き
出
し
た
。

実
は
、
筆
者
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ほ

ど
拡
大
す
る
と
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
中
国
で
の
必
死

の
対
策
で
終
息
し
た
と
の
情

報
を
得
て
、
日
本
で
も
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
の
よ
う
に

後
追
い
し
て
終
息
す
る
と
思

っ
て
い
た
が
、
感
染
者
か
ら

の
新
た
に
感
染
が
伝
播
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
は
、
地
方
に
比
べ
首
都

圏
や
大
都
市
に
感
染
者
が
多

い
。
感
染
者
と
の
接
触
確
率

が
人
口
比
率
と
の
相
関
性
が

高
い
こ
と
に
よ
る
。

地
震
や
そ
の
他
の
大
規
模

災
害
に
お
い
て
も
、
大
都
市

で
の
現
場
に
い
る
確
率
は
人

口
密
度
と
の
関
係
で
、
そ
う

し
た
ハ
ザ
ー
ド
に
対
す
る
リ

ス
ク
の
確
率
が
高
く
な
る
。

い
ま
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
が
、
鎖
国
状
態
で
な
さ
れ

て
い
る
が
、
各
国
の
特
徴
が

現
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
活
か

し
て
、
有
効
に
終
息
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
都
市
と

田
舎
、
自
然
と
人
間
の
関
わ

り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や

特
徴
を
活
か
し
て
持
続
可
能

を
求
め
た
い
。

【
註
１
】「
至
然
」
に
つ
い

て
は
、

本
紙
コ
ラ
ム
『「
自
然
」
ｖ

ｓ
「
至
然
」
―
―
い
ま
、
新

し
い
時
代
の
た
め
に
必
要
な

言
葉
』（
第
96
号
（
２
０
１
８

年
１
月
22
日
）
に
掲
載
。

http://www.kofuza.jp/im
ages/nen_2018_25.pdf

【
註
２
】「
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
」
に
つ
い
て
は
、
本
紙
コ

ラ
ム
『
自
然
と
と
も
に
暮
ら

す
意
義
と
は
？
―
―
「
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
」
が
警
鐘
す
る
こ

と
』（
第
１
０
２
号
（
２
０
１

８
年
４
月
16
日
）
に
掲
載
。

http://www.kofuza.jp/im
ages/nen_2018_31.pdf

に
そ
の
起
源
を
求
め
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
有
史
以
来
、
現

代
ま
で
続
く
一
般
的
な
傾
向

と
も
い
え
る
。
未
来
に
お
い

て
は
、
地
球
か
ら
宇
宙
へ
の

人
口
移
動
が
も
て
は
や
さ
れ

る
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。山

形
県
金
山
町
に
は
、
金

山
住
宅
と
い
う
建
築
様
式
が

あ
り
、
伝
統
的
で
地
元
密
着

の
田
舎
の
街
並
み
を
守
っ
て

い
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
街
中
に
は
コ
ン
ビ

ニ
が
排
除
さ
れ
、
バ
イ
パ
ス

の
国
道
に
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
歴
史
と
観
光
を
ま
も
り

つ
つ
、
地
方
経
済
と
暮
ら
し

の
町
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

世
が
求
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
選

択
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
都
市

と
田
舎
の
調
和
と
並
立
が
求

め
ら
れ
る
。

▼
人
間
と
自
然

「
人
間
と
自
然
」
と
い
う

も
う
一
つ
の
側
面
に
つ
い
て

述
べ
る
。
東
京
銀
座
で
の
用

事
を
終
え
、
裏
通
り
を
歩
い

て
い
た
ら
偶
然
、
気
に
な
る

映
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け

た
。『
ビ
ッ
グ
・
リ
ト
ル
・

フ
ァ
ー
ム
』〝
理
想
の
暮
ら

し
の
つ
く
り
方
〟
と
あ
っ

た
。
映
画
館
に
入
る
と
、
５

分
後
に
本
編
が
始
ま
る
と
い

う
。
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
、
こ

の
主
題
に
合
致
し
た
90
分
を

過
ご
し
た
。

英
語
の
原
題
は
、"the 

Bi

ggest 
little 

Farm"

で

あ

る
。
や
せ
衰
え
た
土
地
を
、

自
然
の
再
生
力
を
呼
び
起
こ

し
て
、
エ
コ
（
＝
オ
イ
コ

ス
、
生
息
圏
）
を
創
成
す
る

８
年
間
の
取
り
組
み
の
ス
ト

ー
リ
ー
（
実
録
）
で
あ
っ
た
。

主
人
公
は
、
ジ
ョ
ン
・
チ

ェ
ス
タ
ー
と
モ
リ
ー
・
チ
ェ

ス
タ
ー
の
新
婚
夫
婦
。
殺
処

分
さ
れ
る
直
前
の
犬
ト
ッ
ド

を
飼
う
が
、
街
の
ア
パ
ー
ト

で
は
吠
え
る
声
に
迷

惑
が
ら
れ
、
移
転
先

を
探
し
た
。
ロ
サ
ン

ジ
ェ
ル
ス
郊
外
に
、

放
置
さ
れ
て
地
価
の

安
い
広
大
な
農
地
が

見
つ
か
っ
た
。
二
人

は
、
自
然
と
共
生
し

た
暮
ら
し
と
、
伝
統

農
法
を
基
本
と
し
た

農
業
に
取
り
組
む
決

心
を
し
た
。
伝
統
農

法
は
、
著
名
な
専
門

ビッグ・リトル・ファームの画像

FREAの2020年度シーズ事業・17件が採択

「
先
駆
け
の
地
」目
指
す
地
で

再
エ
ネ
技
術
の
実
用
化
目
指
す

（
国
研
）
産
業

技
術
総
合
研
究
所

の
再
エ
ネ
最
先
端

研
究
機
関
で
あ

備
な
ど
を
活
用
し
た
技
術
支
援
を
行

う
事
業
を
平
成
25
年
度
（
２
０
１
３

年
度
）
か
ら
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
べ
１
３
８
件
が
採
択
さ
れ
て
、

そ
の
う
ち
昨
年
時
点
で
19
件
が
研
究

開
発
を
経
て
既
に
実
用
化
・
商
品
化

さ
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）

か
ら
は
、
複
数
の
企
業
や
団
体
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

型
も
設
定
さ
れ
た
。
事
業
実
施
の
体

制
面
も
、
福
島
県
の
外
郭
団
体
で
あ

る
（
公
財
）
福
島
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
再
エ
ネ
関
連
産
業
集
積
に
特

化
し
た
機
関
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ふ
く
し
ま
が
、
許

認
可
な
ど
の
側
面
で
実
用
化
を
支
援

す
る
形
態
に
強
化
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

型
９
件
、
個
別
企
業
型
８
件
の
計
17

件
が
採
択
さ
れ
た
。
採
択
さ
れ
た
案

件
は
今
年
度
末
ま
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
に

よ
る
技
術
支
援
が
実
施
さ
れ
る
。

被
災
地
で
あ
る
東
北
地
方
は
風
力

を
は
じ
め
再
エ
ネ
資
源
の
賦
存
量
が

元
来
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
再
エ
ネ

に
対
す
る
期
待
度
は
高
い
。
特
に
福

島
県
は
「
再
エ
ネ
先
駆
け
の
地
」
を

目
指
し
て
、
関
連
企
業
誘
致
に
加
え
、

２
０
４
０
年
に
再
エ
ネ
発
電
総
容
量

を
県
内
電
力
需
要
総
量
以
上
に
す
る

目
標
を
掲
げ
る
な
ど
、
導
入
に
も
積

極
的
。
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
の
シ
ー
ズ
事
業
で

は
事
業
終
了
後
３
年
以
内
に
全
体
の

30
㌫
が
実
用
化
さ
れ
る
と
い
う
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
再
エ
ネ
に
対
す
る
高
い

意
識
に
も
支
え
ら
れ
て
、
今
後
、
技

術
の
実
用
化
に
向
け
て
一
体
的
な
開

発
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

る
、
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ａ
、
福
島
県
郡
山
市
）。
今
般
、
Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ａ
が
実
施
し
て
い
る
「
被
災
地
企
業
等
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
シ
ー
ズ
開
発
・
事
業
化
支

援
事
業
」・
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

の
実
施
課
題
の
採
択
決
定
が
な
さ
れ
た
。

同
シ
ー
ズ
事
業
は
、
２
０
１
１
年
３
月
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
福

島
県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
の
３
県
に
所
在
す
る

企
業
が
持
つ
再
エ
ネ
に
関
す
る
シ
ー
ズ
（
技

術
・
発
明
・
能
力
・
人
財
な
ど
）
の
開
発
に
際

し
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
研
究
設

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）「
被
災
地
企
業
等

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
シ
ー
ズ
開
発
・
事
業

化
支
援
事
業
」
採
択
案
件（
各
項
目
は
、
課
題
名
・

実
施
企
業
名
・
代
表
地
域
の
順
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
型
の
企
業
名
冒
頭
は
代
表
企
業
）

【
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
実
施
課
題
】

[

太
陽
光
発
電
分
野]

●
「
福
島
モ
デ
ル
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開

発
」
ア
ン
フ
ィ
ニ
／
ア
サ
カ
理
研
／
カ
ナ
メ
／
ク

ニ
ミ
ネ
工
業
／
山
王
／
さ
ん
の
う（
福
島
県
楢
葉

町
）

●
「
廃
棄
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
ガ
ラ
ス
の
有
効
資

源
と
し
て
の
利
用
促
進
に
関
わ
る
研
究
開
発
」
廃

ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
共
同
組
合（
岩
手
県
奥

州
市
）

●
「
融
雪
型
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
事
業
化
支

援
」
ア
ン
フ
ィ
ニ
／
大
日
本
印
刷（
福
島
県
楢
葉

町
）

[

風
力
発
電
分
野]

◇
「
大
規
模
風
力
開
発
に
資
す
る
複
雑
地
形
風
況

ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
開
発
」
福
島
発
電
／
Ｊ
Ｒ
東

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発（
福
島
県
福
島
市
）

◇
「
風
力
大
量
導
入
を
支
え
る
被
災
地
発
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
安
定
運
用
支
援
技
術
の
開
発
」
北
拓

／
朝
日
ラ
バ
ー
／
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
／
シ
ン

ク
ラ
ン
ド
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

[

地
熱
・
地
中
熱
分
野]

■
「
耐
熱
型
ボ
ア
ホ
ー
ル
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
地

熱
井
・
温
泉
井
の
健
全
利
用
技
術
の
実
用
化
」
ボ

ア
／
地
熱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
／
三
井
金
属
資
源

開
発（
宮
城
県
栗
原
市
）

■
「
地
質
調
査
孔
を
用
い
た
熱
応
答
試
験
の
標
準

化
と
福
島
県
・
見
か
け
熱
伝
導
率
分
布
図
の
作
成
」

福
島
県
地
中
熱
利
用
技
術
開
発
有
限
責
任
事
業
組

合（
ふ
く
し
ま
地
中
熱
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）福
島
県
郡
山
市

[

蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野（
水
素
・
熱
）

▽
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
向
け
た

水
素
・
熱
利
用
関
連
技
術
開
発
」
北
芝
電
機
／
Ｉ

Ｈ
Ｉ
／
ア
ネ
ス
ト
岩
田
／
ア
ポ
ロ
ガ
ス
／
ク
レ
ハ

／
山
王
／
ジ
ュ
ー
ク
ス
／
日
本
化
学
工
業
（
福
島

県
福
島
市
）

[

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
分
野]

★
「
分
散
電
源
制
御
技
術
と
統
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
評
価
」
会
津

ラ
ボ
／
Ｆ
Ｅ
Ｐ
／
日
本
工
営
（
福
島
県
会
津
若
松

市
）【

個
別
企
業
型
実
施
課
題
一
覧
】

[

太
陽
光
発
電
分
野]

●
「
高
性
能
・
高
接
着
強
度
実
現
に
向
け
た
結
晶

シ
リ
コ
ン
型
太
陽
電
池
電
極
ペ
ー
ス
ト
用
ガ
ラ
ス

フ
リ
ッ
ト
の
開
発
」
Ａ
Ｇ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（
福
島
県
郡
山
市
）

●
「
車
載
用
Ｐ
Ｖ
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
評

価
」
日
本
カ
ー
ネ
ル
シ
ス
テ
ム（
福
島
県
郡
山
市
）

[

風
力
発
電
分
野]

◇
「
風
力
発
電
機
用
ブ
レ
ー
ド
保
護
シ
ー
ト
の
改

良
」
藤
倉
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト（
福
島
県
南
相
馬
市
）

◇
「
小
型
液
滴
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
試
験
装
置
の
開

発
」
ト
ミ
ー
精
工（
福
島
県
浅
川
町
）

[

地
熱
・
地
中
熱
分
野]

■
「
岩
手
県
の
温
泉
地
に
お
け
る
小
型
温
泉
発
電

装
置
の
長
期
実
証
試
験
支
援
」
リ
ナ
ジ
ス
（
宮
城

県
仙
台
市
）

■
「
地
熱
発
電
所
操
業
デ
ー
タ
を
用
い
た
異
常
検

出
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
奥
会
津
地
熱（
福
島
県
柳

津
町
）

[

蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野（
水
素
・
熱
）

▽
「
水
素
貯
蔵
の
た
め
の
新
規
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成

触
媒
の
開
発
」
堺
化
学
工
業（
福
島
県
い
わ
き
市
）

[

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
分
野]

★
「
ク
ロ
ス
発
電
の
実
証
」
い
い
た
て
ま
で
い
な

再
エ
ネ
発
電（
福
島
県
飯
館
村
）


